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研究成果の概要（和文）： 本研究では、主にドイツの「動きのある学校」並びに「動きのある幼稚園」について検討
をした。平成25年度は「動きのある学校」を支援する学校外の組織との関係について検討をしてきた。平成26年は、「
動きのある幼稚園」を訪問し、そのプログラムについて検討をした。平成27年度は、「動きのある学校」を主導的に研
究しているエッカート・バルツ氏と、「動きのある幼稚園」を主導的に実践しているレナーテ・ツィマー氏の両名を招
聘し、同プロジェクトの成果と課題について検討をした。
 成果としては、幼稚園や学校の経営の柱に運動が大きく寄与している点であり、課題としては、財政基盤や実証的研
究の不足などであった。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to investigate achievement and issues on the 
moving school and the moving kindergarten in Germany. We investigated relations between the moving school 
and outside organization of the moving school in the first year. And we visited some moving kindergartens 
in Germany and analyzed these projects in the second year. Finally we invited two professors, Mr. Eckart 
Balz and Mrs. Renate Zimmer from Germany to discuss achievements and issues on these projects.
 The most important achievement of these project was to contribute to management of the schools and 
kindergartens. The issues were weak financial base and few empirical researches.
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１．研究開始当初の背景 
子どもたちの健康や体力を問題視する報
告は教育行政や新聞・テレビ等のメディアに
おいて頻繁に見られるが，こうした報告は，
近年に始まったわけではなく，正木ら(1979)
をはじめとして，様々な形で 1970 年代後半
より継続的になされてきた．いずれの報告も，
子どもたちの体力水準の低下や身体のおか
しさを指摘しており，日常生活の改善や運動
の推奨などを提言している． 
こうした問題に対処する一つの施策とし
て，全国各地に「体力つくり推進校」が定め
られ，体力向上に向けた様々な活動がなされ
ているが，これらの取り組みは，主として体
育授業の改善と充実，休み時間の運動の推奨，
給食指導をはじめとした食育の推進，家庭と
の連携による生活改善など，健康や体力向上
に直接寄与する活動が行われる傾向にある． 
こうした取り組みに類似した活動は，欧米
においても展開されているが，その中でも
我々はこれまでドイツ語圏，特にスイスとド
イツの試みに着目してきた．スイスとドイツ
では「動きのある学校(Bewegte Schule)」と
いう試みがあり，健康推進のための活動をは
じめ，学校改革の中心に運動を据え，「学び」
そのものを動的にするなど，様々な取り組み
がなされている． 
「動きのある学校」という試みは，1983
年スイス学校スポーツ連盟(Schweizerischer 
Verband für Sport in der Schule)(SVSS)の
会議においてウルス・イリーが「負荷のかか
る座位姿勢(Sitzen als Belastung)」というテ
ーマで，長時間にわたる教室での座位姿勢が，
子どもの発達にとって良い影響を与えない
といった報告したことを契機として始まっ
たプロジェクトであり，より健康を推進する
ための学習環境や活動プログラム，そして学
校組織の再構築を目指した試みである． 
この試みは，1993 年以降スイスからドイ
ツに拡がり，健康という視点からだけではな
く，障がいを持つ子どもとそうではない子と
の統合教育や，外国籍とドイツ籍の子どもと
の統合・交流教育，さらには，学校制度が半
日制度から終日制に移行する際に，放課後の
教育プログラムとして「動きのある学校」の
コンセプトが取り入れられるなど，様々な拡
がりを見せている．ドイツでは，ニーダーザ
クセン州，ノルトライン・ヴェストファーレ
ン州，ヘッセン州，ザクセン州などをはじめ
として，いくつかの州で大きく拡がっており，
たとえば，ニーダーザクセン州内の「動きの
ある学校」への参加校は数百にのぼっている
(Bewegte Schule Gesunde Schule 
Niedersachsen Online, online)． 
この「動きのある学校」という試みは，体
育授業（ドイツやスイスではスポーツ授業）
という一つの教科の問題に留まらず，休み時
間や他教科の授業，あるいは机や椅子など学
習環境の面においても影響を与えており，教

科を越えた学校教育全般の取り組みになっ
ている． 
具体的に「動きのある学校」では，概ね以
下の次のような取り組みが選択的になされ
ている 
(RegensburgerProjektgruppe,2000,p.19)． 
1)動的な学習空間(Bewegter Lernraum)  
2)運動休憩(Bewegungspause)  
3)動的な座位(Bewegtes Sitzen)  
4)動的な授業(Bewegter Unterricht)  
5) 動 的 な ス ポ ー ツ 授 業 (Bewegter 
Sportunterricht) 
6) 教 科 外 の 運 動 機 会 の 充 実
(Bewegungsangebote im 
außerunterrichtlichen Schulsport)  
7)休み時間の運動の充実(Bewegte Pause) 
この中で，我が国ではあまり馴染みのない

1)～4)及び 6)について簡単に説明をする．  
1)教室内で可動性のある机を使用し，授業中
に動きながら学習できる環境を整えてい
る． 

2)授業開始から 20 分程度経過した後，簡易
なダンス，ウォーキングなどを行う． 

3)椅子が Gボール等，自然とバランスをとり
ながら座ることができるようなものとな
る． 

4)学習内容と対応させながら，座学であって
も長時間，椅子に座ったままで学習が進むの
ではなく，子どもたちが定期的に身体を動か
し，椅子から離れるよう工夫することである．
たとえば，7 年生向けの数学の課題では，以
下のような身体を使って動きながら課題に
取り組んでいる． 
「チョークを使って広場で自由に三角形を
書きましょう．全ての辺の長さや角度を測り
なさい．そして，色を使って底辺と高さを示
しなさい」(Trucco und Bucher,2000,p.175) 
 この他にも国語，外国語，音楽などの教科
においても，動的な授業が展開されている． 

6)終日制の学校では，午後に外部指導者が来
て各種のプログラムを提供する． 
上記のように，「動きのある学校」では体
育授業という一つの科目に限定せず，教育活
動全体と関連して運動を取り入れている． 
この試みについては，ドイツ語圏において
すでに様々な書籍，ホームページなどが開設
されており，数多くの試みが紹介されている．
また，我が国では，近藤ら（2010）によって
同プロジェクト理念と実践が紹介されてい
る．具体的には，「動きのある学校」は，4つ
の理念に分派しており，理念の違いによって
実践の様態が異なっていたことが報告され
ている．また，スイスとドイツの同プロジェ
クトを推進する地域の実態についての報告
があり，スイス・バーゼルにおけるウベ・ヒ
ューゼの報告や，ザクセンのクリスティー
ナ・ミュラー，ニーダーザクセンやヘッセン
のラルフ・ラギングやライナー・ヒルデブラ
ントらを中心とした報告がなされている．し
かし，これまでの研究報告では，大きく分け



て三つの課題がある．一つは，「動きのある
学校」の試みが，どのように成果を検証して
いるのかという点である．様々な活動がなさ
れているものの，成果を検証するシステム等
の確立は，継続的な取り組みを行う上では必
要不可欠な要素となる．こうした点が先行研
究では十分に明らかにされていない．二つ目
は，この試みを支える教員研修制度や予算の
流れ，さらには，各学校と教育行政・地域の
スポーツクラブ・保護者団体・保険安全団体
など，基盤となる諸組織の連携について情報
が十分ではない．こうした課題は，我が国で
のこうした試みを適用しようとした場合，大
きな壁となる課題でもある．三つ目としては，
先行研究で取り上げきれていない研究者や
実践家達が複数存在し，たとえば，ヴッパー
タルのエッカート・バルツ，また幼児教育を
中心としたオスナブリュック大学のレナー
ト・ツィマーなどの考えについて十分に調査
がなされていない．「動きのある学校」をよ
り精緻に把握するためには，こうした人物の
理念や取り組みについて調査をしていく必
要がある． 
 
２．研究の目的 
上記の三つの課題（①成果を評価するシス
テム，②成果を継続するための諸機関との連
携，③主要人物の試みの調査）を明確にして
いくことが目的である．こうした研究を通じ
て，我が国の学校教育における健康・体力の
推進，あるいは，学校教育の在り方について
論議するための大きな手がかりを得ると考
える． 

 
３．研究の方法 
三つの課題「①成果を評価するシステム」
「②成果を継続するための諸機関との連携」
「③主要人物の試みの調査」に向けてインタ
ビューを中心として調査をしていきた．具体
的に「①成果を評価するシステム」について
は，ザクセン州ライプチッヒ大学のクリステ
ィーナ・ミュラーが量的な調査を試みている
こ と が 現 時 点 で は わ か っ て い る
(Müller,2007,pp.198-200)．また，マールブ
ルク大学のラルフ・ラギングらは教師や保護
者へのインタビューなどの中心とした聞き
取り調査を行っていることが現時点で確認
できている(Projekt Ganztagsschule ホーム
ページ)．しかし，その他の研究者がどのよう
な「評価システム」を導入しているのかにつ
いて広く情報を収集する． 
「②諸機関との連携」については，ニーダ
ーザクセン州やノルトライン・ヴェストファ
ーレン州，ザクセン州のドイツの 3州の状況
を確認した． 
「③主要人物の試みの調査」については，
ヴッパータル大学のエッカート・バルツ，並
びにオスナブリュック大学のレナーテ・ツィ
マーを我が国に招聘しキーノートレクチャ

ーや講演を通じ，本研究の目的に関連した話
をしてもらった． 
 
４．研究成果 
①については，エッカート・バルツ氏が日本
スポーツ教育学会第 35 回記念国際大会のキ
ーノートレクチャーや，教育文化学会 25 回
大会の特別講演においても語っていた通り，
「成果を評価するシステム」は十分に確立さ
れておらず，「動きのある学校」プロジェク
ト全体の課題として残されていた． 
②については，ノルトライン・ヴェストファ
ーレン州の調査結果として，「動きのある学
校」を導入している学校と，教育委員会・保
険組合・スポーツクラブとの連携は頻繁に行
われてはいるが，財政面での援助はわずかで
あるといった実態が明らかになった．そのた
め，財源の確保のために学校長を中心として，
保護者会や卒業生の同窓会，あるいは地元企
業との連携を図り，児童生徒が健康的に過ご
していくことのメリットを訴えながら協賛
金を集めていく活動をしていた．また，教員
研修制度については，大学の研究室を中心と
して小規模になされている場合と，「動きの
ある学校」「動きのある幼稚園」などに関連
して，様々な研究大会や実技講習会などを通
じて教師達が研修をしている姿が明らかに
なった． 
③については，エッカート・バルツからは，
ドイツの「動きのある学校」の現状と課題に
ついて，総論的に解説をいただいた．「動き
のある学校」が導入されていく背景には，学
校における児童生徒の健康の保持増進とい
う考え方以外にも，学習の質の向上や学校文
化の創造といった視点がある．しかし，今後，
継続的にこうしたプロジェクトが維持発展
していくかは不明であり，教育界の動向を踏
まえながら進んでいくことが予想される．ド
イツで大きな潮流となっているアウトプッ
トやコンピテンスへの志向の流れや，終日制
学校の拡大など，様々な教育界の動向をとら
えながらプロジェクトが進んでいく可能性
がある． 
 また，レナーテ・ツィマーは，日体大にお
ける公開セミナーにおいて，幼児期になぜ運
動を取り入れていくのかについての論拠と
具体的なプログラムについて解説をいただ
いた．幼児は，身体を動かしながら身体的・
社会的・知的に発達しており，運動を通じて
幼児が様々な感覚的な経験を蓄積していく
ことは大変重要であると考えていた．具体的
なプログラムとしては，園庭や園舎において
「運動に親しめるような空間構成」をする点
や，運動と静けさとの両方を盛り込むこと，
定時の運動時間に加えて，様々な行事を設定
するなどについて解説をいただいた．さらに，
様々な有資格者（作業療法士や理学療法士，
セラピストなど）との連携を図りながら，
個々の幼児の課題に対応する組織づくりの
大切さについても指摘していた． 



 以上，①～③の課題について，3 年間の研
究で明らかになった． 
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